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ALOS-２を用いた植生分類に

関する一考察

三菱スペース・ソフトウエア
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ALOS-２の特徴の一つである高分解能な多

偏波観測機能によって、植生状況を把握する
上で何が変わるのかを検証する。

また、それに伴って運用がどうあるべきかに
ついても考察する。

目的



3

多様な散乱メカニズムの和
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レーダによる観測値
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水平偏波

垂直偏波

A Vertically Oriented Dipole

No Interaction

Interaction!

T/R

� ターゲットの傾きに感度が高い→複数ターゲットの分布にも感度が
高い→一例として、地表における植生被覆解析に適する

� 片方の偏波だけでは、オブジェクトの傾きを特定できない。
→１００％の情報を得られない！

偏波でわかること
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植生被覆状態の特徴づけ
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適応型成分分解
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* 全てdipoleの場合
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必須条件：フルポラリメトリ

AIRSAR NASA/JPL

赤：二回散乱
緑：体積散乱
青：表面散乱

平均傾き角 ランダムネス
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分解能の影響：5 x 5 ルック

L-band P-band
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分解能の影響：10 x 10 ルック
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分解能の影響：20 x 20 ルック
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分解能の影響：サマリ
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マルチルック処理により、
振幅画像→コントラスト向上

ランダムネス画像→単調増加
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高分解能でなければ、植生の多様性に対応できない！

分解能の影響：考察

σdelta

20x20 look5x5 look 10x10 look σuniform

0.760.70平均値：0.66
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• 偏波特性を活かした植生解析を行うには、フル
ポラリメトリックでなければならない

→デュアル／コンパクトポラリメトリでは不十分

• 植生の多様性を確保するために、分解能はで
きるだけ高いモードがよい

ALOS-２運用への提言


